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■災害対策事業（平成 21 年度からの繰越）
国からの災害情報を直接受信し、町での防災活動をスムーズに行
うため、全国瞬時警報システム（J-ALERT）の整備を行います

	 108 万 6,000 円 

■水田利活用自給力向上事業（新規）
主食用米を作付けしない水田を活用し、麦・加工用米などの生産
拡大を図ります

 1,682 万円
■農用地土壌分析事業（新規）
米、麦、野菜などの安全で高品質な生産を行うための健康な土づ
くり、環境に配慮した施肥技術の向上を図ります

 130 万円
■国営総合農地防災事業
農業水利施設の排水機能低下による農地へのかん水被害を防ぎ、
農業生産の維持と農業経営の安定化を推進します

 91 万 8,000 円

■消費生活センター設置（新規）
平成 22 年４月から役場内に邑楽町消費生活センターを開設しま
した。多重債務や架空請求、物品購入でのトラブルなどに関する

情報提供などを行っています
 889 万 8,000 円 
■企業誘致奨励金・企業立地奨励金
産業の活性化や雇用拡大を図るため、企業誘致や既存工場などへ
の資本投下を行います

 8,553 万 3,000 円 
■観光事業
地域の観光資源を効率的に活用した、魅力ある観光地づくりやＰ
Ｒ活動などを積極的に推進します

 72 万 8,000 円 

■浄化槽設置整備事業補助金
河川などの水質汚濁の主な原因は生活雑排水であることから、公
共下水道の処理対象区域以外では浄化槽設置補助制度を継続し、
公共用水域の水質保全を図ります

 2,062 万 7,000 円
■ポイ捨て及び犬のふん害防止条例啓発事業
ごみのポイ捨て及び犬のふん害防止条例の周知徹底や、春と秋の
町民総参加の環境美化運動を積極的に実施します

 29 万 2,000 円 
■太陽光発電設置補助金（新規）
太陽エネルギーを利用した住宅用発電システムの設置に対し、購
入費の一部を補助します

 300 万円 

■第五次総合計画（後期基本計画）の策定（新規）
邑楽町第五次総合計画（平成 18年度から 27年度までの 10年間）
の前期基本計画期間が、平成 22 年度に完了します。本年度中に
平成 23 年度から 27 年度までの 5 年間の後期基本計画を策定し
ます

 149 万 8,000 円 
■国勢調査の実施（新規）
日本に居住しているすべての人を対象とする国勢調査が、10 月
1日を基準日に行われます

 840 万円 

■教育相談事業（新規）
これまでの町教育相談室に加え、中学校に相談員を１人ずつ配置
して、生徒の悩みや保護者の悩みにきめ細かく対応していきます

 323 万 6,000 円 
■幼稚園管理運営事業（平成 21 年度からの繰越）
長柄幼稚園の外部フェンス改修工事を行います 
 300 万円 
■邑楽中学校耐震補強事業（新規）
邑楽中学校の２階渡廊下耐震補強工事に向け、実施設計業務を行
います

 283 万 5,000 円 
■中央公民館建設準備事業（新規）
検討委員会を設置し、ホールを備えた中央公民館の建設などにつ

いて検討を行います 
 6 万 6,000 円

■道路新設改良事業（拡充）
町道幹線３号線と町道幹線 19 号線の継続事業を、地権者や関係
者のご理解とご協力をいただきながら推進します。また、町道幹
線 25 号線などについて新規に補助事業の採択を受け、車道や自
転車歩行者道の整備を推進し、交通弱者に配慮した道づくりに努

めます
 1 億 1,145 万円 
■木造住宅耐震診断者派遣事業（新規）
旧建築基準法で造られた（昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工した
一戸建て住宅または併用住宅）木造住宅に対し、町が耐震診断者
を派遣して耐震診断をすることにより、地震に対する建物の安全
性の確保・向上を図ります

 30 万円 
■土地区画整理事業
鶉土地区画整理事業を、関係者のご理解とご協力をいただきなが
ら物件移転補償の契約締結や道路築造工事等事業の推進を図りま
す

	  8,889 万 1,000 円

【国民健康保険】
■保険給付
特定健診や人間ドック補助事業を効果的に実施し、被保険者の健

康保持の支援を図り、医療費削減に努めます
 18 億 5,475 万 3,000 円 

【後期高齢者医療】
■後期高齢者医療広域連合納付金
後期高齢者医療制度は、75 歳以上のすべての高齢者を対象にす
るもので、群馬県を保険者とする広域医療制度です。町では、申

請・届出などの窓口業務・保険証の交付などを行っています
 2 億 339 万 9,000 円 

【介護保険】
■保険給付
要介護者・要支援者の保険給付に対して適正な運営を図ります
 13 億 2,875 万 2,000 円 
■地域支援事業
高齢者が住みなれた地域で、自立した生活を安心して送れるよう

「地域包括支援センター」を中心に、介護予防事業や生活支援、
虐待防止、消費者被害などに遭わないための権利擁護などに取り

組んでいきます

 3,685 万 5,000 円
【下水道事業】
■公共下水道事業
平成 22年度は、前谷東原・前瀬戸宿地区の整備を行います

 1 億 2,347 万 4,000 円
【学校給食事業】
■学校給食センター建設事業（平成 21 年度からの繰越）
老朽化が進んでいる学校給食センターの改築工事を平成22年度、

23年度で行います
 5 億 6,997 万 2,000 円（平成 22 年度分） 

【水道事業】
■浄水場整備（新規）
中野浄水場ろ過池や排水槽、第三浄水場第６水源の各施設の老朽

化が著しいため、改修工事を行います
 5,032 万 8,000 円

■社会福祉協議会補助事業・民生委員児童委員活動事業
社会福祉協議会、民生委員児童委員、社会福祉団体、ボランティ

アなどとの協働による地域づくりを推進します 
1,855 万円 

■福祉医療費支給事業
中学校卒業までの児童、重度心身障害者、母子・父子家庭のかた
が社会保険などで医療を受けた場合の自己負担分を支給し、福祉

の増進を図ります
 1 億 9,784 万 2,000 円 
■介護給付・訓練等給付事業
障害のあるかたの日常生活に必要な支援や自立した生活に必要な
知識、技能を身につけるための支援に取り組みます

1 億 5,476 万 9,000 円 
■子ども手当支給事業（新規）
次世代の社会を担う子どもを社会全体で応援することを目的に、
これまでの児童手当に代わり、子ども手当支給事業に取り組みま
す

	 4 億 7,281 万円 

■感染症対策事業（新規）
新型インフルエンザのまん延を防止するための予防啓発を行いま
す。また、流行に備え感染症対策を充実をします

	 654 万 8,000 円 
■がん検診事業
特定年齢に達した女性のかたに「子宮頚がん検診」、「乳がん検診」
の手帳と検診の無料クーポン券を送付し、女性特有のがん検診受
診を推進します

 498 万 5,000 円 
■がん対策事業（拡充）
前立腺がん検診は、50 歳以上の男性を対象に５年に１回実施し
てきましたが、これを２年に１回に短縮し早期発見に努めます

 102 万 9,000 円 

項目 予算額 対前年比較

◇国民健康保険 29 億 0,490 万円 ＋ 8,429 万円

◇老人保健 12 億 3,029 万円 － 3,350 万円

◇後期高齢者医療 02 億 8,968 万円 ＋ 2,019 万円

◇介護保険 14 億 2,392 万円 ＋ 1 億 1,840 万円

◇下水道事業 3 億 4,074 万円 － 1,605 万円

◇学校給食事業 12 億 3,684 万円 － 544 万円

◇水道事業 8 億 1,381 万円 － 9,772 万円

　　収益的収入 5 億 2,570 万円 － 801 万円

　　資本的支出 2 億 8,811 万円 － 8,971 万円

計 59 億 3,018 万円 6,017 万円

特別会計の平成22年度予算額

特別会計

これらの事業に

取り組みます！
平成22年度の主な取り組みや新規・

拡充事業などを一部紹介します

次世代の社会を担う子どもを社会全体で応援します

歳出 一般会計の性質別内訳

民生費

衛生費

総務費

教育費

土木費

消防費

商工費

農林水産業費

グラウンド・ゴルフを楽しむ高齢者


